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トカ ラ語B《Udanalankara》 に 於 け るAvadana利 用 に つ い て

荻原 裕敏

キ ー ワー ド:ト カ ラ語B《Udanalankara》　《Avadansataka》 説 一 切 有 部

要 旨

西域北道一帯で流布 した説一切有部の文献である《Udanavarga》に対す る注釈 として、 トカラ語B仏

典 中には《Udanalankara》と呼ばれ る文献が知 られている。本稿では、この トカラ語B《Udanalankara》

に、『撰集百縁経』 「長者七 日作王縁」及び梵文《Avadansataka》所収のRajaと い うタイ トルで知 られ

ているAvadanaが 引用 され ている点を指摘すると同時に、 トカラ語《Udanalankara》の成書過程に 関す

る筆者の仮説を提示す る。

1.導 入

現在までに部派帰属が確定している トカラ語B仏 典は、基本的に説一切有部に属 している1。

パー リ仏典の《のha'nmaρada)》に対応する仏典 として、この部派には《Ua励avarga)〉(以下、Udv.

とする)と 呼ばれる仏典が知 られているが、この仏典に関 しては、西域北道一帯か ら多 くの断

片が発見されている事から、当時 この地域に於いて、この仏典が広く受容されていた事実を窺

う事ができる2。パー リ仏典中に《〈Dhammapada>>に 対する注釈書が見 られるのと同様に、このUdv.

に対す る注釈書も、漢語 ・チベ ット語 ・トカラ語ABの ものが知 られている。 トカラ語Aの 断

片には文献に関する情報が残 されていないが3、トカラ語Bに よる注釈書はDharniasomaを 著者

とし、(〈Uddnδlahkiira>》(以下、UAと する)と い うタイ トルであった事が、断片中に残 された記

載によって確認され る4。この文献は、Udv.の各詩節に対 して、仏陀が当該詩節を語った因縁諌

や当該詩節に対する教理的解釈で構成 されているが、いくつかの部分は、他言語による仏典中

にパラレルの存在が指摘 されている5。UAは 様々な要素によって構成 されているため、 トカラ

語仏典に反映される、所謂 トカラ仏教を研究するに際して非常に重要な地位を占めるにも拘わ

らず、 トカラ語文献研究の領域では、あまり研究されてこなかった文献と言える6。本稿では、

この文献のUdv.IX9に 対する因縁課 として与えられている物語が、『撰集百縁経』「長者七 日作

王縁」及び梵文《divaddnaSatakO》》(以下、AvS。とする)所 収のR萌 として知 られているAvaddna

に対応する点について指摘すると同時に、 トカラ語によって作成 されたUAの 成書過程に関す

本 稿 で は、所 爾 「根 本 説 一切 有部 」 を含 め た広義 の 有部 の意 味 で使 用 して い る。

梵 文 の校 訂本 と しては 、Bernhard(1965)を 参 照。

トカ ラ語A断 片 につ い て は、SicgandSiegling(1933)を 参 照。

ドイ ツ所 蔵 断片B28a4、B33a2、B64b7、B68a3及 び フラ ンス所 蔵断 片A3a3を 参照 。

TochSprR4sJI:3-80【Germantranslation】 に 付 され た記載 、 及び 百済(1972)を 参 照。

トカ ラ語 のUAの パ ラ レル に つ いて の研 究 は、 百済(1972)以 降 、進 展は 見 られ な い。
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荻原 裕敏

る筆者の仮説を提示する。

2.ト カ ラ語Bテ ク ス トと和 訳

本 節 で は、 トカ ラ語BのUA中 のUdv.IX9に 対 す る因縁 課 と して与 え られ て い る物 語 の ト

カ ラ語Bテ ク ス トと和 訳 を提 示 す る。 この 部 分 はB21a3-22b2に 対 応 す る箇 所 で あ り、 当該 部

分 の ロ ー マ 字 転 写 及 び ドイ ツ 語 訳 は 、TochSprR(B)L34-37【Gemlantranslation】,36-38

[transliteration]で 出版 され て い る7。 た だ 、現 在 、 この部 分 に対 応 す る断 片 は 一 部 を除 い て 失 わ

れ て い る た め 、原 文書 を調 査 した 上 で の ロー マ 字 転 写 を提 出す る事 は で き な い8。 こ こで 挙 げ る

テ クス トは 、TochSprR(B)1及 びThomas(1983)を 参 考 に した もの で あ る。 なお 、以 下 に 挙 げ る

トカ ラ語Bテ クス トはtrunscriptionの 形 で 提 示 され て い る9。

【トカ ラ語Bテ クス ト]iO

B21

a 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

b 

 1 

2

                      nanw = alyek preke kartsai IN ill [$] walo magage a-

(jatadatru)111/ 1111 (yo)laim wasmontse devadatti sertwentsa (52) 1111 1//1(() prautka pelene 

 swatsi yo-

(ktsi)1111 1111 (karsta) spa paine kyurs = ompostam tarkatsi ($)1111 11/1(kly)ausa ce„ wantre 

prasamna-

(ke walo su $) /ll/ 1111(a)[ja]tadatrumd ce„ j' tu yparwe demo magatas(s)e (walo su $) /11/ 

111154 tarya lkwarwa dem pra- 

(samnake) 1111 1111 retke salla kausalsets raskr[e] krasa tu pra(samnaki) NI 1111(drava)s[t]i 

rrke er [ta]r su 55 

NI [[] sit dem lanta(dco) la[nt] kakate waipe(cced)1I11 /l// yamem spa- 

(ktam)1111 NI (snai) k(e)d yasa wa(sa ekni)[ntaJ$or(o)cc[e] t[i]1111 IN snai ked 

1111 (5)[71 lyuwa $ parkasam walo dtwara kalymint[s]a ($) IN IN (prutke)[majnene

7Thomas(1983:51 -53,179・181)は、この トカラ語B断 片の転写とそれに対する注釈を提示 しているが、注釈の

一部を除いて、基本的にはTochSprRewIの ものと同一である。
8現 在残っているB22の 左端 の部分については公開 されている写真で読みを確認 した

。また、玉井(2011:97。98)

では、写真が公開 されていない部分についてはTochSprRM)1の 読み を採用 しているが、Thomas(op.ciL)を 参照

していないため、筆者のテ クス トとは相違する箇所がある事をお断 りしてお く。
9和 訳文中

、()で 示 した箇所は校訂者及び筆者によって推定 された箇所を示す。また、TochSprROり1で 与え ら

れている訳文 と相違する箇所 については、和訳に対する注に於いて指摘する。
IO本 稿で使用する表記法は

、基本的にTochSprR4s)1で 採用 されている方法に従った。

〃:不 確 かな箇所

θ:校 訂者 によって推定 された箇所

/IZノ:写本の破損箇所
=:sanclhi.
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トカラ語B《Udanalankara》に於けるAvadana利用について

  kts[ai]tsn(e)s = ostmem 

3 NI (a)ly[au]cemp = alokalymi 58 padmakesarFie[m] 1111 1111 [pra]samnake walo sit $ pa 

 4 /lll cem ywarskannem $ antene stamslyi k, [s]e 1111 1111(ajatasa)[truJ walo olypotse $ sama 

5 NI ntar wetantse $ pakwaremmpa naus IN 1111(att)s(ai)k mayyo kulatarme 60 

6 1111 (la)lalos f yakte skeyem ka sp sani kla[yam] 1111 1111 (ajatasa)[tru] su $ retkemp = 

orocce va-

7 (lo) 1111 1111 (sem prasamna)[ke] magatasse !ant wratlsai $ wit) tar = alyau(ce) 1111 1111 

magatsse $ sanmyane 

8 1111(62 pu)dnakte l[k]alsi prasamnake walo se[m t maJ 1111 1111 Ili po = ysen"cai sam empe-

B22 

a 

1 (le $)1111 1111 kausan"srana[m] wetantam 63 epyaic klormem ceu bimbasarem Mint wrocce 

  $ cwi wa[r]sa somske tu 1111 1111(wn"a ) 

2 nes pudiiakte (walo ese) ret[kJempa $ stamam pratimne ma c na;nok san[ma]m cis retke 64 tu 

  yparwe w(e)n"a slok pudn"akte [11(antasco$)[c](owai tar)k(a)[nJ(am) s(aumo) 

3 kos (c)[wi/(rittetra tumem no a)[IJ(y)[aiqk (c)owai tarknam cowaiccecowai tarkauca cowai 

tarkau maske(tar 6)5 snar eknentasa soytsi lanco ma [campe](m $) 

4 (co)wai tarkan(am ypauna) ku(s)aino alyenkats j'nautamne perne tumem yuksem ceu aly(ai)k t 

taiknes = erkatte lanc maskemtr ontsoytnesa 60 

5 (6) prasamnake wlo (carka ajatasatrum) lyaman = asane wtemtse wsa(ne) lantunn"e $ hasp 

sreslakem kakatene akalkas t tan 

6 (mai)[yyaJne nis sanam au(n)u takawa (67 suk kaun yasate su) [kJ(au)salne lantunne $ walw 

alokalymi lyama suk kaum epinte $ po ypauna k„ (s)aimne yamtsi yä-

7 (tka krent Amor $) s[o]ysa po wnolmem swa(ts)i (yoktsi ayorsa 68 $) makte kakate suk 

  kaum poysim sankampa $ Atka sakrenta passi wnolmem y[a](mo)rnta $ suk kaun ya-

8 (rkesa wa)[saJ wassi poysintse $ ponta(ts samanets yassu wasa) [t]riciwar (69 ri)tate akalk 

  sorro(mp) [k](1)aya poysintse $ k„ cen`issuk kauntsa wsawa wno- 

b 

1 (lmets s)[n](ai) memlsiie $ kuce sp pudn"akte(sukkaum kakawa sankampa$)ce krent 

  ya[m]or[s]a kalloym perne po[ys](inne 70 es lmosepi cwi waste ta[k]oym saisse- 

2 (ntseamsao)nesiakaritoce„J (prekeAmoryamsa)sta wroccealskoonmasta   $YPY~'[$YYPY$ 

  takat ompostam po pia cmelsets saim was(t)e [7]J

【和訳 】

B21
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a

3ま た或 る時 、 良 い … マ ガ ダ 国 の王 、1獅 廊 α鰍 は

4… 悪 友Devadattaの 教 唆 に よっ て …(52)彼 は 監獄 に 閉 じ込 め た 。飲 み 物 と食 べ物

5…(彼 は)ナ イ フ で 両 足 を(切 っ た)。 そ れ か ら、解 き放 つ 事 を(命 じた)。 …(か の)

PrasannakO(王)は 、 この事 を聞 い た。

6… この!顎 嬬 α伽 の 下 に … それ か ら、(か の)マ ガ ダの(王 は)、 や って 来 た。 …[54]

三 度 、Prasannakoaは 、 や っ て来 たe

7…(毒 励痂 伽 は)、 コー サ ラ国 の 軍隊 を打 ち負 か した 。 そ の事 はPrasannakOを 激 しく苦 し

めた 。 … そ して 、彼 は 岳加耐rを 掌 握 す る だ ろ う。 【55]

8… 彼 は 王 の 下へ とや って 来 て 、王 に財 産 を与 え た。 … 彼 ら(若 しくは 、そ れ ら)は 奉 仕

す るだ ろ う。

b

1… 彼は数えきれない程の金と財産を与えた。大きい … 数えきれない程の

2…[57]彼 は四方に告示を発した。… 老いのために(妨 げられて)、家から

3… お互いに熱心に … 【58]Padmakesarinと 言 う名前の(布 陣)b… かのPrasannakO王

は … 全て

4… この中位の者達を(真 ん中に配置すべきであり)、… の者達を前に配置すべきであるc。

4趣 ㎡α伽 王は非常に … 僧侶

5… 戦いの … 先に悪い者達 と … 彼らの力は完全になくなるだろう。[60]

6彼 らは疲労し … 僅かな努力で敵達は倒れるだろう。 … かの 窃伽 諏〃π王は … 大軍

とともに、(王は)

7…(PrasannakO)は マガダ国の王の前に(やって来た)。彼 らは、お互いに戦った。 … マ

ガダ(王)… 彼は、彼(=!頒 廊α伽)を 縛った。

8…(62)PrasannakO王 は仏陀に会いに来た。 … 全知の者 よ、恐ろ しい敵は私によっ

て …

B22

a

1… 彼は私の年長の兵士達を殺 した。[63」 かの偉大なBimbiSdra王 を思い出し、彼は、彼

の息子を憐れんだ。それ …

2仏 陀は彼に言いました。(王は)、その決心の下に軍隊とともに留まり、軍隊は再びあなたの

下には行かないだろう。[64]そ れから、仏陀は王に詩節を語 りま した。ある人にとって都

合がいい間は、

3そ の は盗む しか し それから 也の 々が盗人から'盗 みを行'者 が盗まれる者 と

なるd。[65]王 達は自分たち自身の財産に満足する事ができず、

4他 人の国々や村々を奪 う。彼の徳は消え去 り、それか ら、他の人々が彼を打ち負かす。その
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トカラ語B《Udanalankara》に於けるAvadana利用について

ようにして、王達は食欲さに苛立つ。[66]

5PrasannakO王 は(顯 δ廊α傭 を解き放ち)、彼を玉座に座 らせ、(彼に)再 び王権を与えた。彼

は5厨 ρ加肋 を召 し、彼を願いへ と誘った(=彼 の願いを訊いた)。あなたの力の下で私は

敵を倒 した。{67

6彼 は七 日間に及ぶ)Kosala国 の王権を(求 めた)。彼は、七 日間、王 として熱bに 統べました。

彼は、全ての国々及び村々に(善 行を)行 うように命 じた。

7彼 は、布施によって、全ての衆生の食べ物 と飲み物を満足させた。(68)彼 は自ら、七日間

僧伽とともに仏陀を招いた。十の善行を守るように人々に命 じた。七 日間、

8彼 は、(敬意を以て)仏 陀に衣服を与えた。全ての(僧 侶)に(施 物 として)三 衣を(与 えま

したc。69)彼 は願いを抱いて仏陀の下に脆いた。私は七 日にわたって人々に安寧を与え、

b

1ま た、(七 日間僧伽 とともに)仏 陀を(招 きま した)。この善行によって、仏陀の徳を獲得 し

ますように。【70]か の目の見えない人々の避難所 となりますように。

2こ の(時)、 仏陀は彼に授記を(行 いました)。あなたは偉大な(行 いを)行 い、偉大な思いを

実現 しま した ～ あなたは、後に全ての五種族の避難所となるでしょう。[71】

[注釈]

a:こ の断 片 に現 れ る トカ ラ語Bのprasannakeは 、Skt.『prasannakO一 の 借 用 語 で あ る。 こ の 固有

名 詞 に対 して 、TochSprR(B)1:144[transliteration]はPrasenalitを 指 す と して い る。 筆 者 は、 フ

ラ ン ス所 蔵 断 片PKNS75b2に もprasannakeの 用 例 を発 見 した が 、 本 稿 で 検 討 して い る断 片

同様 、対応 す る漢 訳 で は 「波 斯 匿 王 」とあ る。なお 、フ ラ ンス所 蔵 断片PKNS75は トカ ラ語B

の広 律 の断 片 に属 し、b2以 降 は 『十 踊 律』 巻14「 波 逸 提 四 十 五 」(T.23,n(x1435,101a11-)に

対 応 す る 竃1。こ の断 片 につ い て は、 荻原(2009b:353-355)で 扱 っ た。

b:TochSprR(B)135A㎜.10[Gemantranslation]で は 、Padmakesaraと い う名 前 の 司 令 官

(Heerfiihrer【=Skt.senjdhipatil)と 推 定 され て い るが 、 前 後 の 文脈 か ら見 て 、 これ は 以 下 に検

討 す るAvS.に 見 られ るsamgrdma-`troop,army,fight'(MW:1129c)の 名 称 で あ る と判 断 され る。

な お 、Thomas(1983:179)で もTochSprR(B)1の 解 釈 が 踏 襲 され て い る12。 た だ、Av≦.に あ る

kesan'(<Sktkesarin・ ・)か らは 、 トカ ラ語BのpadmakesarはSkt.padma一 燃 α廟 。に 由来 す る も

の と見 られ 、若 干 異 な って い るB。

11Pinault(2007:重83)で はVhlayaと す るのみ で あ り
、対応 箇所 の比 定に は至 っ て い ない。

12ト カ ラ語Bのpadmakesarの 解 釈 につ い ては
、Adams(1999:356)もTochSprRβS)1の 解 釈 を踏 襲 してお り、訂

正 を要す る。
13ト カ ラ語Bの テ クス トとAvS .との間 に見 られ る相 違 は、 テ クス ト伝承 の 相違 に基 づ くもの と推 定 され る が、

トカ ラ語Bの テ クス トと 『撰 集 百縁 経』 及 びAvS.の 関係 につ いて は、 次節 で触 れ た い。 ま た 、 トカ ラ語Bに よ

るt6ttbhdsitagavesin-jfittzka》》tま『撰 集 百 縁経 』 よ りもAvS.に 最 も近 い た め、所謂 「根 本説 一切 有部 」の 系統 に 関係

づ け られ る もの の 、一 部 の 記述 につ い て 異 な って い る事 が 明 らか にな っ て い る。 こ の断 片 に つ い て は 、荻 原

(fonhc.)を 参 照。なお 、荻 原(forthc.)脱 稿 当時 は、出本(2006)を 参 照す る事 が で き なか っ たた め、ス コイ エ ン ・

コ レク シ ョン 中に 、《《SubltdSitagavesin・J'ataka))に対応 す る断 片 が含 まれ て い る点 に言 及す る事 がで きなか っ た。こ
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c:こ の 箇所 は 、対 応 す る 『撰 集 百縁 経』 とAvS.で は相 違 が見 られ る。 即 ち 、 「於 陣 前 鋒 。先 置

健 去6次 置 中者 。ZilES十X。 」とす る 『撰 集 百縁 経 』に 対 して、AvS.で は 的微 毘 緬 伽 励 耀 榔 酌

超5ωπ巫 伽 副 鷹'5腋 騨翻aア ε〃3α吻 爵 勧3吻 精yε躍㎞ 励SfiravunsdSteprsthataitiと あ り、

トカ ラ 語Bの テ クス トが どち らに一 致 して い たの か 、 ここで は 判 断 で き な い。

d:Udv.IX9(Bemhard1965:172)に 対応 。

vilumpatehipurusoytiivadasyopakoipatel

tato'nyetamvilu〃rpantisaviloptjviiupyatell

e:Thomas(1983:180)の 推 定 に従 った。

fこ の 箇所 の解 釈 は 、TochSprR(B)k37[Germantranslation]とThomas(1983:180-181)で は異 な

って い る。即 ち、Thomasは 、トカ ラ語Bのwrocce(orotstse`greagbig,large'の 単 数斜 格 形)を 、

韻 律 の 要 求す る音節 配 置(4×12syllables=5n)に 従 って 、 後続 す るpalSkO`mind,thought'と

関 係 づ け るが 、TochSprR(B21で は、 先行 す るydnor`deed,action'と 関係 づ け て解 釈 す る。 こ

こで は、 筆者 は 両 方 の名 詞 に 関係 づ け て解 釈 した。

3.パ ラレルとの比較について

前節で和訳を与えた物語のパラレルとしては、以下のものを指摘する事ができる。

【梵 語]

《碗 獺励 α轍o勉 》 第10章Rの ∂(Vaidya1958:26-29)

[漢訳 仏 典 】

『撰 集 百縁 経』 第10章 「長 者 七 日作 王縁 」(T、04,no.200,207b19-208a21)14

以下に、梵語及び漢訳仏典 との対応を示す事とするが、引用中の下線部は、 トカラ語Bの テ

クス トとの対応の理解に資する箇所を示 してお り、正確に対応する箇所を示しているわけでは

ない点に注意 されたい。

[梵語】

R勾a(Vaidya1958:26-29)

ゐ1Utdhobhagav伽5α 庸 ω9朋 々 頭0〃吻 批ψP瀦0吻 励 乃r吻㎝ 肋々 か励 ω2め嫌 ρ側 ㎎必 伽 鋤 あゐψ

5励 α脳励airdevαtrndgaか ンakSaか αsuraか8朋 ψ ψ 窺朋 α川か 〃mhoragaか 漉

devanli9の 　t晦ゐuragarudakinnaramαhorag励1加 剛 如bzecldhoゐ 乃㎎ ロv動 ノ励コめ 〃励 δ卿 γo励 毎

o㎞ 冤勘 ゆdtdSayandSanagldnapraウ の・abhal5ajyapariskardudnsdSrdVakzzspm9加h5ハ 伽 欝ウ勿

v訪徽 が ノθ伽 卿 ε 物勧 φ 劇 αワ働勧81勧4haalu54〃1aye"4r励 δ 匹α∫θη4'"im'alo吻 ∂`ロ

の点について補足 させて頂 く。
14漢 訳 『撰集百縁緻 の訳出年代については、出本(1995及 び2006:209-213)を 参照。 なお、同著者 による

駒昭曲 面伽 勉 の梵漢比較研究」(京都大学 ・博士論菊 は筆者未見。
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 aiatasatruh ubhav apv etau parasparam viruddhau babhuvatauh I atha raja ajatasatrus 

caturarrgabalakayam samnahya hastikavam asvakayam rathakavam pattikayam rajanam prasenajitam 

kausalam abhinirvato yuddhaya (( 

asrausid raja prasenajit kautalah: raja ajataiatrus caturangabalakayam samnahya hastikayam 

asvakayam rathakaam pattikayam ca abhiniryato yuddhayetiIsrutva ca caturangabalakayam 

samnahya hastikayam aivakayam rathakayam pattikayam rajanam ajatasatrum pratyabhinityato 

yuddhaya I atha raffia ajatasatruna rajnah prasenajitah kausalasya sarvo hastikayah paryastab, 

asvakayo rathakayah pattikayab paryastah I raja prasenajit kausalo iito bhito bhagnah parajitah 

paraprsthikrta ekarathena sravastim pravistah I evam yavat trir api (( 

atha raja prasenajit kauialah sokagaram pravisva kare kapolam datva cintaparo wavasthitah I tatra 

ca sravastyam anyatamah iresthi adhvo mahadhano mahabhogo visfrrnavisalaparigraho 

vaisravanadhanasamudito vaiiravanadhanapratispardhi ( tena srutam yatha raja prasenajit kausalo jito 

bhagnah paraprsthikrtah, ekaratheneha pravista iti I srutva ca punar yena raid prasenajit kausalas 

tenopasamkrantah I upasamkramya rajanam prasenaiitam kausalam javenavusa ca vardhayitva ca: 

kimartham deva sokah krivate. aham devasva tavat suvarnam anupravacchami, vena devah punar api 

vathestapracaranam karisyatiti I tena tasya mahan suvarnarasih krtah, yatropavistah purusa utthitam 

purusam na pasyati, utthito vet upavistam * (1 

atha raffia prasenajitkauialyena svavisave carapurusah samantata utsrstah: srnuta janapravadan iti  I 

vavaj jetavane dvau mallav anvonvam samjalpam kurutah: asti kesari nama samgramah I tatra ye 

katarah pumas te samgramasirasi sthapyante, ye madhyas te madhye. ye utkrstah surapurusas te 

prsthata iti I tatas te raffle iti veditavantah I srutva ca raja prasenajit kauialas tatha caturangabalakayam 

samnahya hastikayam aivakayam rathakayam pattikayam ca rajanam ajatasatrwn abhiniryato 

vuddhaya I tato raffia prasenajita kaulalena raino jataiatror vaidehiputrasya sarvo hastikayah 

paryastah, asvakaoo rathakayab pattikayah paryastahIrajanam apy ajatasatrum vaidehiputram jitam 

bhitabhagnaparajitam paraprsthikrtam irvagraham grhitva ekarathe 'bhiropva vena bhagavams 

tenopasamkrantah I upasamkramya bhagavatah padau sirasa vanditva ekante nisidati I ekantanisanno 

raja prasenajitkausalo bhagavantam ity avocat: ayam hi bhadanta raja ajatasatrur di gharatram 

avairasya me vairi, asapatnasya sapatnah I na cecchamv enam jivitad vvaparopayitum *, yasmad 

vavasyaputro 'yam bhavati I muncamy enam iti I munca maharajety uktva bhagavams tasvam velayam 

gatham bhasate: 

jayo vairam prasavati duhkham Sete parajitah I 

upasantah sukham iete hitva jayaparajayam * 11 1 11 

  atha rafrrah prasenajitah kausalasyaitad abhavat: yan maya rajvam pratilabdham *, tad asya 

sresthinah prasadat* I yanv aham enam varena pravarayeyam iti I atha raja prasenajit kausalas tam 

sresthinam varena pravaravati I sa kathayati: akamksami varam *, saptaham me vathabhirucitam rajvam 

anunravacchateti I tato raina sarvaviiite vhantavachncanam Wiritam*• dnttnm mp.crecthine cnntahrnn
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 ekam rajyam iti I vavat tena sresthina buddhapramukho bhiksusamzhah saptaham 

bhaktenopanimantritah, raja ca prasenajit saparivarah I vavantas ca kasikosalesu janakayah 

prativasanti, tesam dutasampresanam krtam *: saptaham vuvam sakala vathestacarinah sukhasparsam 

viharata I kimcid agatya buddham saranam gacchata, dharmam ca bhiksusamgham ca 1 mamakam ca 

bhojanam mur"rjanas tathagatam paryupasadhvam iti I tena saptaham bhagavan sasravakasamgho 

mahata satkarena satkrtah, bahuni ca pranisatasahasrani kusale nivojitani I saptahasvatvavena 

bhagavatah padavor nipatva cetanam pusnati, pranidhim ca cakara: anenaham kusalamulena 

cittotpadena deyadharmaparitvagena ca andhe loke anayake aparinayake buddho bhuyasam atiirnanam 

satvanam tarayita, amuktanam mocayita, anasvastanam divasavita, aparinirvrtanam parinirvapayiteti 11 

atha bhagavams tasya sresthino hetuparamparam karmaparamparam ca jnatva smitam pravirakarsh 

I dharmata khalu yasmin samaye buddha bhagavantah smitam praviskurvanti tasmin samaye 

nilapitalohitavadata arciso mukhan niscarya kascid adhastad gacchanti, kascid uparistad gacchanti 1 yd 

adhastad gacchanti, tab samjivarn kalasutram samghata iz rauravam maharaurava n tapanam 

pratapanain avicim arbudam nirarbudam wagon hahavam huhuvam utpalam padmam mahapadmain 

narakan gatva ye usnanarakastesu gitibhuta nipatanti, ye sitanarakas tesusnibhuta nipatanti I tena tesam 

satvanam karanavisesah pratiprasrabhyante 1 tesam evam bhavati: kim nu vayarti bhavanta itai cyutah 

ahosvid anyatropapanna iti I tesam prasiuinsarnjananartham bhagavan nirmitam visarjayati I tesam 

nirmitam drs/vaivam bhavati: na hy eva vayam bhavanta itas cyuta napy anyatropapannah I api tv ayam 

apurvadarianah satvah, asyanubhavenasmakam karanavisesah pratiprasrabdha"iti I te nirmite cittam 

abhiprasadya tan narakavedaniyam karma ksapayitva devamanusyesu pratisandhim grhnanti, yatra 

satyanam bhajanabhuta bhavanti I ya uparis jad gacchanti, tai caturmaharajikams trayastrimsan, 

yamams tusitan nirmanaratin paranirmitavasavartino brahmakayikan brahmapurohitan 

mahabrahmanah parittabhan apramanabhan abhasvaran parittatubhan apramanasubhan" subhakrtsnan 

anabhrakan punyaprasavan brhatphalan abrhan atapan sudrsan sudarsanan akanisthan devan gatva 

anityam duhkham sunyam anatmety udghosayanti, gathadvayam ca bhasante: 

arabhadhvam niskramata yujyadhvam buddhasasane 1 

dhunita mrtyunah sainyam natlagaram iva kunjarah 11 1 ii 

yo hy asmin dharmavinaye apramattas carisyati I 

prahaya jatisamsaram duhkhasyantaq karisyati 112 II it! 

atha ta arcisas trisahasramahasahasram lokadhatum anvahi lya bhagavantam eva prsthatah 

prsthatah samanugacchanti 1 tad yadi bhagavan atitam karma vyakartukamo bhavati, bhagavatah 

prsthato `ntardhiyante I anagatam (karma) vyakartukamo bhavati, purastad antardhiyante I 

narakopapattim vyakartukamo bhavati, padatale 'ntardhiyante I tiryagupapattim vyakartukamo bhavati, 

parsrryam antardhiyante I pretopapattim vyakartukamo bhavati, padangusthe 'ntardhryante I 

manusyopapattim vyakartukamo bhavati, janunor antardhiyante I balacakravartirajyam vyakartukamo 

bhavati, vame karatale 'ntardhiyante 1 cakravartirajyam vyakartukamo bhavati, daksine karatale
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 'ntardhyante I devopapattim vyakartukamo bhavati, nabhyam antardhiyante I sravakabodhim 

vyakartukamo bhavati, asye 'ntardhiyante I pratyekabodhim vyakartukamo bhavati,iowayam 

antardhiyante I anuttaram samyaksambodhim vyakartukamo bhavati, usnise antardhiyante 11 

atha ta arciso bhagavantam trih pradaksinikrtya bhagavata usnise 'ntarhitah I athayusman anandah 

krtakaraputo bhagavantam papraccha: 

nanavidho raizgasahasracitro 

vaktrantaran niskasitah kalapah I 

avabhasita yena disah samantad 

divakarenodayata yathaiva II 3 II 

gathas ca bhasate: 

vigatodbhava dainyamadaprahina 

   buddhajagaty uttamahetubhutah I 

  nakaaanam sankhamrnalagauram 

smitam upadarsayanti jina jitarayab 11411 

tatkalam svayam adhigamya vira buddhya 

srotrnam sramana jinendra kanksitanam * I 

dhirabhir munivrsa vagbhir uttamabhir 

utpannam vyapanaya samsayam subhabhih 115 II 

nakasmal lavanajaladrirajadhairyah 

sambuddhah smitam upadarsayanti nathah I 

yasyarthe smitam upadarsayanti dhirah 

   tam srotum samabhilasanti tejanaughah 11611 iti 

bhagavan aha: evam etad ananda, evam etat I nahetvapratyayam ananda tathagata arhantah 

samyaksambuddhah smitam pravi$kurvanti I paivasi tvam ananda anena sresthina tathagatasya 

sairavakasamghasvaivamvidham satkaram krtam*. mahajanakayam ca kuiale niyuktam* I evam 

bhadanta I esa ananda sresthi 'nena kusalamulena cittotpadena deyadharmaparitvagena ca 

trikalpasamkhyeyasamudanitam bodhim samudaniya mahakarunaparibhavitah sat paramitah paripiaya 

abhayaprado nama samvaksambuddho bhavisyati, dasabhir balais caturbhir vaithradyais tribhir 

avenikaih smrtvupasthanair mahakarunava ca I avam asva deyadharmo yo mamantike cittaprasada iti II 

idam avocad bhagavan I attamanasas te bhiksavo bhagavato bhasitam abhyanandan* 11

【漢訳仏典】

『撰集百縁i経』省1「長者七日作王縁」

「佛在舎衛國紙樹給孤猫風 時波 匿 及"亘 共念請 各 四 象 馬 車

而共 時波 王 悉 ロ 三 壌 唯王輩己道入城内。董壇医鰺。憧恥委

地。忘疲不食。壁査量宣。多財饒寳。不可稻計。聞王愁悩。塞自王宣。奴家多有金銀珍賓。恣
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荻原 裕敏

王所用。可買象馬賞募健鬼 還與職聡 可得勝彼。今者何故。憂惨如是。王即然可。2!sU;!Z1¥」

奉上與王。募索健鬼 遍行諸國。以求策謀。有一健夫。來慮其募。到紙疸門中。見二將士共論

職法。一將士言。於陣前鋒。先置健夫。次置中者。後置劣者。聞是語已。還蹄 白王。具説將士

所論兵法。王聞是語。即集四兵。如彼所論。健者置前。劣者在後。量共交耽 即破彼軍。獲其

象馬。即便捉得阿闊世王。大用歓慶。與共同載羽賓之軋 將詣佛所白言。世尊。我於彼五 長

夜之中 初無怨 而彼於我 返生怨 然 ・ 父 我親 不忍 △凋 去

塑 爾時佛讃波斯匿王。善哉善哉 於親非親。心常平等。賢聖所誕 即便為王而説偶言。

負則生憂榴 勝則懐欣慶

汝今放彼王 二倶生歓喜

若能息勝負 最妙第一樂

壁幽 …聞佛世尊説是偶巳。即放阿閣世。還詣本國。自蹄舎衛。而自念言。吾今所以職圏獲

勝。由彼長者資我珍賓。賞募將士。今得勝耳。作是念巳。即召長者。而告之言。吾由汝聾 資

我珍寳賞募勇健』職闇得勝。我今當還報卿之恩。恣汝所願。是時長者脆白王言。施我無畏。敢

有所道。王即答日。聴汝所説。長者白言。我今願欲代王七日治政天下。王尋聰許。滞長者願。

即為撃鼓立正為王。撃鼓唱令。使其境内威令聞知。皆得 自在。尋即遣使勅諸小王。各令七 日罷

諸王視 來朝職 鰯依三寳。請佛供養b七 日既瀧 甚大欲喜。即便以身五胆投地。髄大誓願。

持此七 日 王功'於 來 亡 生.日 無 殿 無 孟 為 ・

護。無安隠者。為作安隠 無解脱者。為作解脱.未 浬繋者。令使浬繋。髄是願已。佛便微笑。

從其面門。出五色光。続佛三匝。還從頂入。爾時阿難前白佛言。如來尊重。不妄有笑。以何因

縁。今者微笑。唯願世尊。敷演解説。佛告阿難。汝今匝見彼大長者七 日作王不。阿難白言。唯

然已見。彼大長者。由請我故。於未來世。過三阿僧舐劫。當得作佛。號日最勝。廣度厭生。不

可限塩 是故笑耳。佛説是長者作王縁時。有得須陀沮者。斯陀含者。阿那含者。阿羅漢者。有

號辟支佛心竜 有髄無上菩提心潅 爾時諸比丘聞佛所説 歎喜奉行 」(T.04,no.200,207b19-208a21〕

トカラ語Bの テクス トと二種のパラレルは完全に一致 しているわけではなく、叙述の精粗や

一部の記述について一致しない箇所が見られるものの、以上の対応が示すように、B21a3-22b2

に引用された物語は、『撰集百縁経』「長者七日作王縁」及びAvS.所 収のR⑳ δに対応する事が窺

えよう15。

また、前節で触れたように、 トカラ語Bの テクス トと 『撰集百縁経』及びAVf;.では若干一致

しない点が確認 されたが、これ らの点を除けば、全体的に トカラ語Bの テクス トは、『撰集百

縁経』に近い事が上での比較から窺 う事ができる。特に仏陀が授記を与える際の描写が トカラ

語Bの テクス トでは非常に簡潔であり、トカラ語Bの テクス トがこの部分を改変 した可能性 も

否定できないが、出本(2006:212)で 示されているChronology中 の増広(RevisionoftheSanskrit

ls百 済(1972)と 同様 に
、 このパ ラ レル が脱 一 切有 部 の文 献 と関係 づ け られ る点 に注 目 され た い。 なお 、AvSi.

の部 派帰 属 につ い ては 、Hartrnann(1985)及 び出本(1998)を 参照 。
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AvS.)が 行われる前のテクス トを反映している可能性も指摘する事ができよう邑6。

4.ト カラ語UAの 成書過程に関して

前節では、 トカラ語BのUA断 片B21a3-22b2で 因縁課 として与えられている物語が、『撰集

百縁経』「長者七日作王縁」及びAvS.所 収のRの∂に対応する点について検討 した。ここでは、

この事実を手がか りとして、漢訳仏典並びにパー リ仏典を参考に トカラ語UAの 成書過程につ

いて検討する。

本稿で検討 している窃δ廊α伽 とPrasenOjitの戦いの物語は、漢訳仏典並びにパー リ仏典では、

Udv.中 の特定の詩節 と結びっいている。筆者が調査 した範囲では、それは以下のように纏める

事ができる17。

[パ ー リ仏 典]

SNI3.2.4.:Udv.XXXl

SNI3.2.5.:Udv」X9,11

PaIi注 釈:Udv.XXXli8

[漢訳 仏 典1

『雑 阿 含 経 』 「1236経 」:Udv.XXX1

『雑 阿 含 経 』 「1237経 」:Udv.IX9

『別 謬 雑 阿 含 経』 「63経 」:Udv」XXX1

『別 課 雑 阿含 経 』 「64経 」:Udv.IX9,10

『出 曜脛 』:Udv.XX19

『撰 集 百 縁 経』 「長 者 七 日作 王 縁 」:Udv.XXX]

16出 本(op
.Cit.)のChronologyで は、『撰漿 百縁 経』の 漢訳(ChinesetranslationoftheAvS.)は5lh(middlc)-6th(㎝d)

centuryんD.と な っ てい る。 トカ ラ語BのUAの 成 立年 代 は確 定 で きない が 、ms.Dと 称 され て い る写本 には 、

Archaicの 段 階 に分 類 され る形 式 が 見 られ る点 が指摘 され て い る(cCPeyTot:2008:204-206,219)。 トカ ラ語Bの

Archaicは4世 紀 か ら5世 紀 後 半に位 置 づ け られ てお り、トカ ラ請BのUAの 成 立年 代 を 考 え る上 で参 考 とな る。

ま た、 出本(op.ciし:215・217)に 拠 れ ば 、 ドイ ツ所 蔵 西域 北道 将来 梵躇 断 片 のSHT1318aはAvS.に 関係 づ け ら

れ るが 、Avt;.よ りも簡 略 な テ クス トで あ る とい う。5胃7の:218の 記載 に拠れ ば、 こ の断 片 で使 用 され て い る

BrOlimr文 字 はSbhrtftりpusVIに 分 類 され 、発 見場 所は 、恐 らくSherchukで あ る と され てい る。 トカ ラ語BのUA

につ い ては 、Kuchaの κ々 〃やDuldurekeur発 見 の断 片 も知 られ てい るが 、大 部 分 はShorchrk発 見 の もの で あ り、

この よ うな 梵本 が当時 トカ ラ仏 教 に知 られ てお り、 そ こか ら引 用 され た可 能性 も指摘 され る。 なお 、 西域 北 道

将来 の梵 語 断片 で使 用 され る8励 雇 文宇 につ い ては 、Sander(1968:181・183,1986)を 参 照 。
一 方 、出 本(op.cit.:215,ft.32)で 注記 され 、 その 後 、Smp♪:399で 修 正版 が 出版 され たSHT135(K569)は

AvS.に 比定 され るが 、S7の:26に 拠 る と、 この断 片 はKiZitで 発 見 され てい るだ け で な く、SlehnltりpusIII(同 魯

所 収 のTafe118も 参 照)に 分 類 され るBrdhmi文 字 で曾写 され て お り、比 較 的早 い時 期 にAv≦.がKuchaに 伝 え ら

れて い た事 を窺 わせ る。 た だ し、 トカ ラ語BのUAに 含 ま れ るテ クス トが 、 当時 トカ ラ仏教 に 知 られ て いた 梵

文のAvS,か ら引 用 され た とは 限 らず 、 この よ うなAvadanaが 単経 として 、ま た は現在 は失 われ たAvadana集 成

の一 部 として流 通 してい た可 能性 も排 除 され ない。
t7『 雑 阿含 緻 「1236経 」 「1237経 」 に関係 づ け られ るUdv .の詩節 は 、榎 本(1994:51)に も指 摘 され て い る。

以下 の対 応 にお い て 、パ ー リ仏 典のSN132,4.は 漢 訳の 『錐 阿含 経』 「1236経 」 と 『別 鐸雑 阿 含 緻 「63経 」に、

SNI3.2。5.は 『雑 阿含 緻 「1237経 」 と 『別 鐸雑 阿含 緻 「64経 」 に対応 す る。 な お 、 こ こで挙 げ た個 々 のテ ク

ス トとUdv.の 詩 節 につ い て は、 本稿 末 尾の 【Texts]を参 照。
18Cf .Nomlan(1970:259-260)。
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[梵語]

AvS.:Udv」XXX1

上の表からは、この物語がUdv.XXX1及 びUdv.IX9と 結びついている事が窺える。先行研

究に拠 ると、有部のUdv.は 「有部内の法救 と伝承 され る人物が、 自派の*Udanaの 全体 と

零Dhamapadaの 大部分を合成 し、さらに自派の諸Agama、 特にS[apyukta】A[gama]のSarpgitavarga

(PaliのS【arpyuna]N【ikaya】のSagadlavaggaに 相当する)か ら多くの詩句を取 り入れ」且9、編纂 さ

れたものである。パー リ仏典のSNや 漢訳 『雑阿含経』に、Udv.の詩句が見出される事は、こ

のような成立過程を裏付けるものと言える。

また、この阿含経典中に語 られる4漁 ㎡α伽 とP㎞ ε吻 ㍑の戦いを題材 とする物語は、Prasenajit

の敗北とPrasenajitの勝利 とい う二っの異なる物語として語 られ、前者の物語はUdv .XXX1と 、

後者の物語はUdv.IX9に 結びついている。そして、『撰集百縁経』「長者七日作王縁」及びAvS.

所収のR⑳ は、この二つの物語を結合させたものと言える。一方、ここで、パー リ仏典の

《のhammapada>>の 注釈、及びUdv.の 注釈 として知 られている漢訳 『出曜経』20に見 られ る

Prasenajitの敗北の物語に注 目すると、前者ではUdv.XXX1に 、後者ではUdv.XX19の 因縁諏

として与えられている。

以上のような対応関係 に注目するならば、ある程度、特定の物語と結びついた形で伝承 され

ていたUdv.の 詩節が、 トカラ仏教の側で注釈を作成する際に、ある詩節は、その関係が維持 さ

れ21、ある詩節については、別の物語 と結びつけられて一書に纏められ、それが、現在我々が

見ている トカラ語のUAと して成立したのではないか、と推定する事が可能である。そして、

この場合、ある詩節が別の物語と関係づけられる際の動機は、詩節と物語のテーマの類似や共

通性であったと考えられる22。このような推定が成立するならば、本稿で検討 しているUdv.IX

9は 、本来パー リ仏典のSNI3.2.5に 対応する有部の物語と結びっいていたが、トカラ仏教に於

ける注釈作成の際、物語の同一性を契機 として、『撰集百縁経』「長者七 日作王縁」及びAv9.所

19榎 本(1980:933)
。

20『 出曜経』の部派帰属や成立過程については
、平岡(2007a)を 参照。

21詩 節 と物踏の関係が維持 されていると推定され るもの として
、百済(1972)に よって解明 されたUdv.XV1と 、

それに付 された と推定 される教理的解釈を挙げる事ができるeト カ ラ賄B断 片Nr.41は 注釈対象 となっている

詩節を欠いているが、指摘 されてい るように、比定された 『阿毘逮磨大毘婆沙論』の対応箇所(T27,no.1545,

132a9・)には、当該の議輪の後にUdv.XV1が 引用 されている(T27,no.1545,135b19.20Nそ して、 この詩節 に

対 して教理的解釈 を施す とい う点では、『出曜経』巻17ぐr.C4,no.212,698b6-)も 同様である。因みに、筆者 の仮

説に立てば、この百済(1972)に よって「アビダルマ的曲 解」と称 されている部分は、Dhannasomaに よって著述

されたものではなく、既存の文献、若 しくは伝承からの引用 と解釈 され る。
nト カラ語仏典中の類似の例としては

、 トカラ躇Aに よる"ハ賜 ㎜ π'ロ即'ロ肋》における 『雑阿含劉 「1283経」

の引用 を挙げる事ができる。そこでは、主人公の一人であるSilpavdWに よって 『雑阿含緻 「1283経」が引用 さ

れてお り、その韻文は トカラ晒Aのcunok`art'で 始まるが、梵文の対応箇所は 鋤 ロー`an'であ り、この韻文を引

用 した主人公の名前 と一致する。 この韻文については、荻原(2009a)を 参照。 このよ うな例は、イ ン ド語によ

る仏教が主流であった と考えられ る トカラ仏教における仏典作成過程の一端を窺せる重要 な例 と言える。なお、

梵語仏典に於いても、類似のテーマの韻文を挿入する例が知 られている。この点にっいては、榎本(1982)を 参

照。
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収のR萌 に語 られる物語と改めて関係づけられたのではないか、 と考える事が可能となる23。

この場合、何故に物語の置き換えが必要であったかとい う点について確実な理由は提示でき

ないが、恐らく、Udv.の 注釈 としてUAが 作成された背景と関係 していると思われる。即ち、

この文献は、ある程度民衆教化を念頭に置いて作成されたため、民衆教化により適 した本縁部

に属するAvaddnaが 利用 され24、本来の物語と置き換えられたのではないだろうか、 と筆者は

推定 している25。

以上に推定したような物語の置き換えが、 トカラ仏教に於けるUAの 作成過程で行われてい

たとするならば、現在知 られている トカラ語のUAの 内、Udv.の 詩節の部分とそれぞれの詩節

に付された因縁課や教理的解釈 と言った個別の部分についてはイン ド語原典を想定する事が可

能であっても、 トカラ語のUA全 体に対応するイン ド語原典は存在していなかったと考えるべ

きである26。

5.結 論

本稿では、トカラ語BのUA中 のUdv.1×9に 対する因縁諏として与えられている物語が、『撰

集百縁経』 「長者七 日作王縁」及びAvS.所 収のR毎 ∂に語られる物語と一致する点にっいて検討

した。また、このパラレルを参考 とする事で、この物語の解釈にっいて若干の訂正を加 える事

ができた。

一・方、トカラ語BのUAにAvaddnaが 引用されている事に基づいて、トカラ仏教の側で、Udv.

に対する注釈としてUAが 作成 された際、詩節に対する因縁課として結びっいていた物語の置

き換えが行われた可能性を指摘 した。筆者の推定が正 しいならば、 トカラ語のUA全 体に対応

するイン ド語原典は存在 してお らず、彼 らに知られていた仏典や伝承に基づいて編纂されたも

のであ り、そこに含まれるUdv.の 詩節 と因縁諏や教理的解釈と言った個別の部分についてのみ

イン ド語原典を想定する事が可能であると考えられる27。

なお、本稿で論 じた トカラ語のUAの 成書過程に関する推定が妥当であるか否かについては、

より多くのUAに 取り込まれているパラレルの解明が必要であ り、今後も引き続いて調査を継

N残 念ながら
、 トカラ語のUAに は、Udv.XXX1に 対応する箇所は残 されてお らず、どのような注釈が与えら

れていたのか判断できない。
24『 撰集百縁経』 「長者七 日作王縁」及びAv≦所 収1@涜 の後半では

、仏陀と仏教僧団に対する奉仕による功徳

が説かれている。
2sト カラ語のUAで 置き換えが為 された理 由の最終的な解明は

、 この文献も含めて、 どの ように トカラ語仏典

の存在 を解釈するかとい う問題 と密接 に関係 している。即ち、 トカラ語仏典が必要 とされた理 由やその対象が

誰であったのか、どのように利用されていたのか といった点か らも総合的に考察 され るべきである。
z6TochSprRtB?1:5[transliteration】やThomas(1983:19 -20)で は、Dltanntzsomaの 出自についての見解は異なるも
のの、 トカラ語のUAが 梵文原典からの翻訳であるとする点は一致 してい る。また、平岡(2007)に 拠れば、漢

訳 『出曜経』に関 して も、『出曜経』全体のイン ド籍原典は存在せず、編纂過程でその他の文献か ら題材が取 ら

れたものであ り、中国で編纂され たと考えるべき点が指摘 されている。ただ、筆者は、UAの 注釈の全てが他の

文献 ・伝承からの引用であると見ているわけではな く、Dltarmasomaに よって書かれた部分が含 まれている可能

性を排除す るわけではない。
27筆 者は

、ベル リン所蔵の西域北道将来梵請断片中に トカラ誘のUAと 関係づけられる断片が存在 している事

に気づいた。 この断片 と、それ を手がか りとして窺 う事ができる トカ ラ仏教に伝えられた と推定 され る阿含経

典の問題 については、荻原(2011)を 参考。
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続 して行きたい。

之献略号

 Avg. = Avadanasataka. 

SN = Sarnyutta-nikqya.

UA= Udanalankara. 

Udv. = Udanavarga.
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 [Texts] 

[Sanskrit] (Bernhard 1965: 172-173, 275, 392) 

Udv. IX 9: vilumpate hi puruso yavad asyopakalpate I 

tato 'nye tam vilumpanti sa vilopta vilupyate II 

Udv. IX 10: kurvam hi manyate bialo naitarp mainagamisyatiI 

samparaye tu janati yet gatih papakannanam II 

Udv. IX 11: kurvam hi manyate balo naitam man; agamisyati I 

paicat tu kalukanr bhavati vipakarn prati$evatah II 

Udv. XX 19: akrodhena jayet krodham asadhum sadhuna jayet I 

jayet kadaryam danena satyena tv anrtam jayet II 

Udv. XXX 1: jayad vairam prasavate duhkhant sete parajitah I 

        upasantah sukham sete hitvajayaparajayau II

1漢訳仏典1

『出曜経』巻20

「忍辱勝怨 善勝不善 勝者能施 轟誠勝欺

忍辱勝怨者。昔阿閣世王集四種兵。往攻舎衛城』時波斯匿王復集四種兵。出外戦圏捲破大罧。

生檎阿闊世。身將至如來所白世尊日。姉子阿閤世。叛逆無道横興悪意攻伐我國。本無怨駐自生

怨臨 本無闘諄自生囲識 今原赦其罪放還本國 何以故 為我大妨見放之。是故説忍辱勝怨也。

善勝不善者。無功徳人喜自稻説。吾所知多彼所知少。實無技術稻言有之。實無方略自言多方。

臨事之際振腹如歩屈之鉱 若見智者無然凋立。如死肉聚無復神識。是以智者勧人積學。學者寧

神之寳宅。心意自在通達四遠由學得成。管家立國法度邪非斯由學也。是故説善勝不善也。勝者

能施者。所謂勝者勝彼樫食。人不立徳本者嫉彼妬賢。見人恋施代惜財貨。恒作是念。我施彼者

後何所塁 唯有立信之人乃能恵施 亦不選揮不願果報 乞者填門不立禁限 四遠雲集不距微細。

是故説勝者能施也。真誠勝欺者。真誠行人宗室春風 所在稻揚無不聞者。妄語之人人見不欲人

所憎嫉。是故説真誠勝欺。」(T、04,no212,715c29-716a22)

『雑阿含経』巻46「1236経 」

「如是我聞。一時。佛住舎衛國舐樹給孤濁園。時。波斯匿王。摩喝提國阿閣世王卑提希子共相

違背。摩端提王阿闊世卑提希子起四種軍。象軍馬軍車軍歩軍。來至拘薩羅國。波斯匿王聞阿閣

世王卑提希子四種軍至。亦集四種軍。象軍馬軍車軍歩軍。出共囲職。阿閣世王四軍得勝。波斯

匿王四軍不如。退敗星散 軍車馳危 還舎衛臨 晩 有厭多比丘農朝著衣持鉢』入舎衛城乞食。

聞摩端提王阿闊世卑提希子起四種軍。來至拘薩羅國。波斯匿王起四種軍出共囲職』波斯匿王四

軍不如し退敗星散』波斯匿王恐怖狼狽。輩車馳旭 還舎徽 聞巳 乞食畢。還精舎』畢衣鉢。

洗足巳 往詣佛所。稽首佛足。退坐一面。白佛言。世尊。我等今日厭多比丘入城乞食 聞摩端
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提主阿閣世王章提希子起四種軍。如是廣説。乃至軍車馳危 還舎衛城。爾時。世尊即説偶言。

職勝堆怨敵 敗苦臥不安

勝敗二倶捨 臥覧寂静樂

佛説此経巳。諸比丘聞佛所説。歓喜奉行。」(T、02,no.99,338b29-338c20)

『雑阿含経』巻46「1237経 」

「如是我闘 一晩 佛住舎衛國祇樹給孤濁風 晩 波斯匿王與摩端提王阿閣世章提希子共相違

背。摩端提王阿闊世章提希子起四種軍。來至拘薩羅國。波斯匿王倍興四軍。出共闘職。波斯匿

王四種軍勝。阿闊世王四種軍退。擢伏星散。波斯匿王悉皆虜掠阿闊世王象馬車乗銭財寳物。生

禽阿閣世王身。載以同車。倶詣佛所。稽首佛足。退坐一面。波斯匿王白佛言。世尊。此是阿闊

世王章提希子。長夜於我無怨恨人而生怨結。於好人所而作不好。然其是我善友之子。當放令還

國。佛告波斯匿乱 善哉。大王。放其令去。令汝長夜安樂饒益 爾時。世尊即説偶言。

乃至力 自在 能廣虜掠彼

助怨在力増 倍牧己他利

佛説此経已。波斯匿王及阿闊世王章提希子聞佛所説。歎喜随喜。作禮而去。」

(T.02,no.99,338c21-339a9)

『別謬雑阿含経』巻4「63経 」

「如是我聞。一時佛在舎衛國祇樹給孤猫園。摩端提國阿閣世王。將領四兵來。共波斯匿王。交

陣大軌 時阿閣世王章提希子。破波斯匿王所將軍厭。波斯匿王。軍乗一車。濁得入城。時諸比

丘。入城乞食。見是事巳 乞食詑洗足。往詣佛所。頂禮佛足。在一面立。 白佛言。世尊。我等

農朝入城乞食。見阿閣世二 及波斯匿王。各嚴四兵。極大圖職。波斯匿五 所將四兵。為彼所

破』唯王一身。軍乗一車。濁得入城。爾時世尊。聞斯事已。即説偶言。

勝則多怨疾 負則悩不眠

若無勝負者 寂滅安睡眠

佛説是已。諸比丘聞佛所説。歓喜奉行。」(T.02,no.100,395c7-395c19)

『別課雑阿含経』巻4「64経 」

「如是我聞。一時佛在舎衛國舐樹給孤濁園。爾時摩端提阿閣世王。及波斯匿五 各嚴四兵。交

兵大軌 波斯匿王。大破阿閣世王所將兵厭。井復檎得阿闊世王身。波斯匿王。既得勝已。與阿

闊世五 同載一車。來詣佛所。頂禮佛足。時波斯匿王。白佛言。世尊。此摩端提阿闊世王阜提

希子。我於彼所。初無怨畿 彼於我所。恒懐憎瓶 然其是我親友之子。以是之醜 我今欲放令

得還國。佛言大王。可放令去。若能放彼五 於長夜有大利益。爾時世尊。即説偶言。

力能破他軍 還為他所壌

力能侵掠人 還為他所掠

愚謂為無報 必受於大苦
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若當命終時 乃知實有報

佛説是已。諸比丘聞佛所説 歓喜奉行。」 (T.02, no.100, 395c20-396a6)

 IPali] 

SN: 

I 3.2.4. Sangama (SN I: 82-83) 

Atha kho raja Magadho Ajatasattu vedehiputto caturanginim senam sannayhitva rajanam 

Pasenadi-kosalam abbhuyyasi yena Kasi II 

Assossi kho raja Pasenadi-kosalo II raja kira magadho Ajatasattu vedehi putto caturanginim senam 

sannayhitva mamam abbhuyyato yena Kasiiti II II 

Atha kho raja Pasenadi-kosalo caturariginim senam sannayhitva rajanam magadham Ajatasattum 

vedehi puttam paccuyyasi yena Kasi II II 

Atha kho raja ca magadho Ajatasattu vedehi-putto raja ca Pasenadi-kosalo sangamesum II II Tena 

kho pana sangame raja magadho Ajatasattu vedehi-putto rajanam Pasenadi-kosalam parajesi II parajito 

ca raja Pasenadi kosalo sakam eva rajadhanim Savatthim payasi II II 

 Atha kho sambahula bhikkhu pubbanha samayam nivasetva patta-civaram adaya Savatthim piixlaya 

pavisimsu II Savatthiyam pindaya caritva pacchabhattam pinaapatapatikkanta yena Bhagava 

ten-upasankamimsu U Upasankamitva Bhagavantam abhivadetva ekam antam nisidimsu II ekam antam 

nisinna kho le bhikkhu Bhagavantam etad avocum (I II 

Idha bhante raja magadho Ajatasattu vedehi-putto caturanginim senam sannayhitva rajanam 

Pasenadi-kosalam abbhuyyasi yena Kasi II U Assossi kho bhante raja Passenadi-kosalo II raja kira 

magadho Ajatasattu vedehi pu110 caturanginim senam sannayhitva mamam abbhuyyato yena Kasiti II II 

Atha kho bhante raja Pasenadi-kosalo caturanginim senam sannayhitva rajanam Magadham 

Ajatasattum vedehi-puttam paccuyyasi yena Kasi II II Atha kho bhante raja ca magadho Ajatasattu 

vedehi putto raja ca pasenadi-kosalo sarngamesum II II Tasmim kho pana sangame raja magadho 

Ajatasattu vedehi-putto rajanam Pasenadi-kosalam parajesi 11 parajito ca bhante raja Pasenadi-kosalo 

sakam eva rajadhanim Savalthim paccuyyasiti II II 

Raja bhikkhave magadho Ajatasattu vedehi putto papa-mitto papasahayo papa sampavanko II raja ca 

bhikkhave Pasenadi-kosalo kalyana-mitto kalyana sahayo kalyana sampavanko II ajjatan ca bhikkhave 

raja Pasenadi-kosalo imam rattim dukkham sessati parajito ti II II 

Jayam veram pasavati II dukkham seti parajito II 

upasanto sukham seti II hitva jayilm parajayan-ti II II

I 3.2.5 Sangama (SN I: 83-85) 

Atha kho raja magadho Ajatasattu vedehi putto caturanginim senam sannayhitva rajanam
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 Pasenadi-kosalam abbhuyyasi yena Kasi II II 

Assosi kho raja Pasenadi-kosalo II raja kira magadho Ajatasattu vedehi-putto caturariginim senam 

sannayhitva mamam abbhuyyato yena Kari ti II II 

Atha kho raja Pasenadi-kosalo caturanginim senam sannayhitva rajanam magadham Ajatasattum 

vedehi puttam paccuyyati yena Kasi II 

Atha kho raja ca magadho Ajatasattu vedehi-putto raja ca pasenadi-kosalo sangamesum II II Tasmim 

kho patio sangame raja Pasenadi-kosalo rajanam magadham Ajatasattum vedehi-puttam parajesi 

jivagirham ca nam aggahesi II II 

Atha kho ranno Pasenadi-kosalassa etad ahosi II II Kincapi kho myayam raja magadho Ajatasattu • 

vedehi-putto adubbhantassa dubbhati II atha ca pana me bhagineyyo hoti II yam nunaham radio 

magadhassa Ajatasattusso vedehi-puttassa sabbam hatthi-kayam pariyadiyitva sabbam assa-kayam 

pariyadiyitva sabbam ratha-kayam pariyadiyitva sabbam patti-kayam pariyadiyitvajivantam eva nam 

ossajjeyyan-ti II II 

Atha kho raja Pasenadi-kosalo ranno magadhassa Ajatasattuno vedehi-puttassa sabbam hatthi-kayam 

pariyadiyitva II Pe II j vantam eva nam ossaji II II 

Atha kho sambahula bhikkhu pubbanhasamayam nivasetva pattacivaram adaya Savatthim pindaya 

pavisimsu II Savatthiyam pindaya caritva pacchabhattam pindapatapatikkanta yena Bhagava 

ten-upasankamimsu II Upasankamitva Bhagavantam abhivadetva ekam antam nisidimsu II Ekam antam 

nisinna kho te bhikkhu Bhagavantam etad avocum II 

ldha bhante raja magadho Ajatasattu vedehi-putto caturanginim senam sannayhitva rajanam 

Pasenadi-kosalam abbhuyyasi yena Kasi II Assosi kho bante raja Pasenadi-kosalo 11 raja kira magadho 

Ajatasattu vedehi-putto caturanginim senam sannayhitva mamam abbhuyyato yena Kasi ti II II Atha kho 

bhante raja Pasenadi-kosalo caturanginim senam sannayhitva rajanam Magadham Ajatasattum 

vedehiputtam paccuyyasi II II Atha kho bhante raja ca magadho Ajatasattu vedehi-putto raja ca 

Pasenadi-kosalo sarrgamesum II Tasmim kho pana sarrgame raja Pasenadi-kosalo rajanam magadham 

Ajatasattum vedehi-puttam parajesi jrvagahan"ca nam aggahesi II Atha kho bhante radio 

Pasenadi-kosalassa etad ahosi 11 Kincapi kho myayam raja magadho Ajatasattu vedehi-putto 

adubbhantassa dubbhati II atha ca pana me bhagineyyo hoti II yam nunaham ranno magadhassa 

Ajatasattuno vedehi-puttassa sabbam hatthi-kayam paridayitva II sabbam assa-kayam II sabbam 

ratha-kayam II sabbam patti-kayam paridayitvajivantam eva nam ossajjeyyan-ti II II Atha kho bhante 

raja Pasenadi-kosalo ran"no magadhassa Ajatasattuno vedehi-puttassa sabbam hatthi kayam 

pariyadiyitva sabbam assa-kayam pariyadiyitva sabbam ratha-kayam pariyadiyitva sabbam patti kayam 

pariyadiyitva j vantam eva nam ossajjiti 11 U 

Atha kho Bhagava etam attham viditva tayam velayam ima galhayo abhasi II 11 

Vilumpateva puriso II yavassa upakappati II 

yada c-anile vilumpanti II so vilutto vilumpati 11
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 lhanamhi mail  nati balo (I yava papam na paccati II 

yada ca paccati papam II atha balo dukkham nigacchati (( (( 

hanta labhati hantaram I (jetaram labhati jayam II 

akkosako ca akkosam II rosetaraii ca rosako II 

atha kamma-vivafena II so vilutto vilumpatiti II II

3. Kosalarann"o parajayavatthu (Norman 1970: 259-260) 

jayam veran ti imam dhammadesanam Sattha Jetavane viharanto Kosalarai o parajayam arabbha 

kathesi. 

So kira Kasigamakam nissaya bhagineyyena Ajatasattuna saddhim yujjhanto tena tayo vare parajito 

tatiyavare cintesi: 'aham khiramukham p1 darakam parajetum nasakkhim, kim me jvitena Yi so 

aharupacchedam katva mancake nipajji. Ath' assa sa pavatti sakalaviharanagaram patthari. Bhikkhu 

Tathagatassa arocesum: 'bhante raja kira Kasigamakam nissaya tayo Wire parajito, so idani parajitva 

agato "khiramukham p1 darakam parajetum nasakkhim,kim me j vitena" ti aharupacchedam katva 

mancake nipanno' ti. Sattha tesam katham sutva 'bhikkhave jinanto pi veram pasavati, parajito pana 

dukkham seti yeva'ti vatva imam gatham aha: 
'Jayam veram pasavati dukkham seti parajit o 

  Upasanto sukham seti hitva jayaparajayan'ti.

追 記

筆 者 は 、『東 京 大 学 言 語 学 論 集』30号 に 「トカ ラ語A(〈Brhadd;yutiL.tdtakO))の部 派 帰 属 につ い て」

とい う論 文 を発 表 したが 、 論 文 発表 後 、拙 稿 で扱 った 《dirhadd;JreitiVdtakO)〉が 、KuchaのKin'1第

32,38,80,171,206窟 に描 か れ て い る事 を知 った 。 この壁 画 の 比 定 と、筆 者 が 当時 気 づ い て い な

か った 参 考 文 献 につ い て は、 下 記 の論 文 を参照 頂 きた い。 なお 、 この 論 文 に つ い て ご教示 頂 い

た 龍谷 大学 ア ジア仏 教文 化研 究セ ンター博士研 究員 の橘 堂晃 一 氏 には 、 特 に 記 して 感 謝 申 し上 げ

る。

ZIN, Monika 

2007 The identification of the Kizil paintings H. Indo-Asiatische ZeitschriJt 11: 43-52.

《d8rhaddyuti・」JdtakO})の壁 画 の比 定 はpp.46-51で 扱 わ れ て お り、拙 稿 で 扱 った トカ ラ語Aの テ ク

ス トも、Sieg(1944)の 訳 文 で参 照 され て い る。
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 On the Quotation of an Avadana Text in the 

Udanalankara in Tocharian B

OGIHARA Hirotoshi

Keywords: Tocharian B, Udanalankara, Avadanasataka, (Mula-)Sarvastivadin

                          Abstract 

Among the Tocharian B Buddhist texts, there is a literary work entitled the Udanalankara, a commentary 

on the Udanavarga in Sanskrit. According to this text, the author is called Dharmasoma, although neither 

his work nor his name has been known to the Buddhist Sanskrit literature yet. The transliteration of this 

text kept in the Berlin and Paris collections was published by E. Sieg and W. Siegling and by S. Levi. 

This text reveals that the Udanavarga in Sanskrit had prevailed in Tocharian Buddhism. However, the 

Udanalankara has not yet received the attention that it deserves. 

In this paper, I will discuss the textual material used in the Udanalankara in Tocharian B. According to 

my research, the Avadana text which is entitled Raja as the 10th text in the Avadanasataka in Sanskrit is 

quoted here as the narrative attached to Udv. IX 9. 

On the other hand, the texts similar to this Avadana text are found in the Agama texts and the 

commentary to the Dhammapada in Pali and that to the Udanavarga in Chinese. The comparison of 

these texts could show that the original tale connected to this verse would have been replaced by this 

Avadana text in the course of the compilation of the Udanalankara in Tocharian. If my hypotheis is 

accepted, it follows that no original Sanskrit text existed that corresponds to the whole text of the 

Udanalankara in Tocharian. In other words, the Udanalankara in Tocharian would be the original work 

compiled within Tocharian Buddhism.

(おぎはら ・ひろとし 中国人民大学国学院)
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